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患者に無線式送信機を装着したが、セントラルモニタに
送信器番号を登録しなかったため、生体情報がセントラ
ルモニタに表示されていなかった事例が報告されてい
ます。
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2020年1月1日～2024年12月31日に7件の事例が報告されています。この情報は、第77回
報告書「再発・類似事例の分析」で取り上げた内容をもとに作成しました。

セントラルモニタへの
無線式送信機番号の登録忘れ

報告された事例の主な背景
・担当看護師は、無線式送信機を準備したリーダー看護師が、セントラルモニタに送信器番号を登録したと思い
込んだ。
  ※複数事例で報告あり。

・看護師は忙しく、患者に無線式送信機を装着後、別の業務を行ったため、セントラルモニタに送信器番号を登録
　することを失念した。

事例のイメージ

患者Aの病室 スタッフステーションの
セントラルモニタの画面

無線式送信機番号の未登録
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https://www.med-safe.jp/pdf/report_2024_1_R001.pdf
https://www.med-safe.jp/pdf/report_2024_1_R001.pdf
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日勤のリーダー看護師は、緊急入院する患者の病室に無線式送信機を準備した。患者が入院後、
担当看護師は患者に無線式送信機を装着した。担当看護師は、すでにリーダー看護師がセントラル
モニタに無線式送信機の番号を登録したと思い込み、セントラルモニタを見ていなかった。夜勤
看護師はセントラルモニタに患者の心電図波形やSpO2が表示されていないことに気付かなかっ
た。翌日、日勤看護師が訪室した際、無線式送信機の画面でSpO2が90%に低下していることに
気付いた。セントラルモニタと連動しているはずのナースコールが鳴動しなかったため確認したとこ
ろ、患者の無線式送信機が登録がされていないことがわかった。

セントラルモニタへの無線式送信機番号の登録忘れ

事例1

医師は、夜間に緊急入院した患者の心電図のモニタリングを指示した。看護師は、患者に無線式
送信機を装着した。その後、セントラルモニタに無線式送信機の番号を登録する必要があったが、
別の業務をしている間に失念した。看護師は定期的に訪室して患者を観察していたが、セントラル
モニタを見ていなかった。早朝、看護師が訪室した際、患者が心肺停止状態になっていることに
気付いた。

事例２

上記は一例です。自施設に合った取り組みを検討してください。

事例が発生した医療機関の取り組み

●患者に無線式送信機を装着する前に、セントラルモニタに番号を登録
する。
●患者に無線式送信機を装着後、すぐにセントラルモニタに心電図の
波形やSpO2の値が表示されていることを確認する。
●リーダー看護師は、モニタリングの指示が出ている患者の一覧と、セン
トラルモニタに表示されている患者名を確認する。

※この医療安全情報は、医療事故情報収集等事業（厚生労働省補助事業）において収集された事例をもとに、本事業の一環として総合評価部会
委員の意見に基づき、医療事故の発生予防、再発防止のために作成されたものです。本事業の趣旨等の詳細については、本事業ホームページ
をご覧ください。 https://www.med-safe.jp/

※この情報の作成にあたり、作成時における正確性については万全を期しておりますが、その内容を将来にわたり保証するものではありません。
※この情報は、医療従事者の裁量を制限したり、医療従事者に義務や責任を課す目的で作成されたものではありません。
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